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菩薩頭部像 (粘土製 6世紀~7世紀7 龍谷大学学術情報センタ 蔵)
ボサYトウフゾウ

41，:悦f~の頭部(立、 lυi さ約 10.5cm 、 I隔8.8cm 0 1;lj l:で作られた '\~f撃で、

れより|イはない。ガンダーラ仏の影響をうけたことがうかがえる。

j千併や帝釈天などの仏像か人物保とみられる。

平成8壬|二5丹、大谷探検|滋口町村栄三郎氏の二9Wf村ねl夫氏から大
学に7.1:HNされた。大谷探検|家の成果を長11るl't丑な!と料とJi'されている。

現代シルクロードのイスラーム復興 法学日1I版 ILII&lセンタ一長坂井 定雄

本学が今年から 3年計|山ーで、スター卜した「大持探検

|滋100周年記念学術事業」の第一仰として、公1m国際

シンポジューム 「現代シルクロードのイスラーム復興J
を5H12円、大同学合で11flいた。

同|探シンポジュームのパネラーは、アハメド ・ラシ

ッド(ノfキスタンのジャーナリ卜、 『よみがえるシルク

ロー ド国家jrタリパンj講談社刊の皆者)、小畑紘一
(元!日:ウズベキスタン大使)、小松久男東京大学教段、

新免康中央大学教授、中rn考山口大学助教段。上山本
学学長がテーマに治った内容で開会隙拶、司会は私が

つとめた。事務局長役は北村尚文学部助教授。

手I~告、副論のごく一白1 1を紹介しよう 。 小松教J受は、

大谷光端一行が旅した4年前に、フェルガナ盆地 (引

ウズベキスタン)のアンディジャンで、起こった大規模

な民衆蜂起について話した。この蜂起は 「ロシア移民

の駆逐を目111!にした」が、「近代111央アジアでの新たな

イスラーム化の被とみなすことも可能だろう」として、

「現代のイスラーム復興の問題とも深く結びついている」

とJ命じた。

I+IFFI助教綬は 「シルクロード的イスラム」について

詳論したあと、f詰近のタリパンによるパーミヤンイゴ仏

破壊について「シルクロードのぼ史のrvJO実という、過

去の歴史にこだわったIl'il定した見方をとるのではなく、

むしろ物質主義の世の中における、 物への執着、永遠

の物象の否定という、 新 しいシルクロードからのメッ

セージと、先ず考えてみる必要があるのではないか」

と論じた。

これに対してラシッド氏は、シルクロードのイスラ

ムは穏不11なスーフィ(神秘主義教団)が羊.流だったと

分析。タリパンやウズベキスタンの 11¥11 Uなどlli近の

ジハード・グループ(過激派)に強く彩響しているワ

ハブ宗派やデオバンド主義は、すべて南アジアや中東

から移入されたものだと論じた。パーミヤンの住民で

あるシーア派のムスリムたちは、石仏を人-切にし、 一

緒に砦らしてきたと話し、 I:I~ 田氏に反論した。

私は1997年に中央アジアを研究jIY(行したさい、フェ

ルガナ怯j由でスーフィのイマム(モスクの指導者)に

インタビューしたことがある。「ソ述時代はFh-にIlnさ
ず、に似日5千|旦|、コーランの語句をl唱えた」。イマムは、

なぜソ連Hキ代にイスラムが根強く生き残り、なぜソ述

ffi'I壊後、 会挙に復活したかを4勿諮った。スーフズムが

主流の'1'央アジアでは、イランやアフガニスタンのよ
うに、イスラム原llT1主義が支配的な影響力を持つこと

はないだろう、といった。シンポジュームの論議を|剖

きながら、私はイマムを想っていた。
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「や11は偉大なりJの戸とともに、パーミヤン大仏が
爆破された。2001年春に起きたこの事件については、

世界中の非難とともにイスラーム世界からも懸念の戸

が聞かれた。 11M象崇~lを再定するイスラームの信仰に

よるものという埋由以外に、タリバーンの勢力誇示が

目的であるという見Jjがなされたからである。しかし

このような遺跡破壊は今に始ま ったことでもない。新

しい文化の創造は一面で古い文化の破壊を合んでいる。

我々はtHDiliと破壊を繰り返してきたのだ。遺跡につい

て記録し、それを保存することが真剣に行なわれるよ

うになったのは、 現代になってからではないだろうか。
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行上の詳細な注意事項、指示事

項を記録したノート。

巴丹吉林畠砂漠南辺地帯 (大正3年3月織影) 砂漠を進む深検隊のラクダ
パダインジャランサパク
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文学部川Ii蓮池利隆

今から百年前、龍谷大学と深い関わりのある同本願

寺派門主 ・大谷光瑞師は仏教文化についての世界的な

調査を実施し、その一環としてシルクロードで知られ

る中央・アジアにも探検隊を派遣した。中央アジアでは

当時からイスラーム化にともなう仏教治則;の荒廃が問

題となっており、各同の探検|涼が数々の美術品や文献

を党制し保存のために持ち州っていた。そのような国

際情勢のrllで、光瑞師は仏教東漸の軌跡を仏教徒の手で、

保存したいと願ったのである。光JI品師が隊員たちに与

えた 『旅行教範jには詳細な注意事項が記されている。

当H与の背イ|三隊員たちは

忠実にそれを遂行し、

数多くの資料を収集し

たのである。その後、

五十年ほど経って、大

谷探検|滋収集の資料は

大谷家から龍谷大学へ

と移符され、大宮I'XI"-f-
館で保存されることに

なった。こうして、大

宮岡占館は日本でも数

少ない生の資料を持つ

施設となった。

資料移管を受けて龍

谷大学内に西域研究会

官カローシュティ一文字木簡
5世紀頃 トルファン出土大宮図書館蔵。
古代西北イン ドで使われていたアラム文

字を改良して作られたカ口一シュティー

文字による世俗文書。詳しい内容はまだ

解明されていない。

輸?

，o 

， 



が発足、半世紀にわたって研究がおこなわれてきた。

私はごく砧近になって資料整理の手伝いに加えてl頁い

たのだが、そのきっかけは'1'央アジア現地調査への参
加であった。10午前に大学院研究生だった私は、 Hfl教

大学ニヤ逃跡学術研究機構による西城南道遺跡調査に

参加した。その時の学術隊長が長年にわたって由域研

究会で研究を続けてこられた井二ノ 円泰淳龍谷大学名誉

教授だった。ニヤ遺跡調査隊での私の任務は、新たに

l引土したカローシュティ一文字資料を!拝読研究するこ

とであった。そして、実際に木

的発掘の現場に立ち会って、大

谷探検|滋とのおi日い縁を実感した。

例えば、大谷i4~検隊の資料には

ニヤ遺跡付近から山十ーしたと見

られるカローシュティー木聞が

7点ほど合まれている。これら

の木簡はそれまでやl読不能とさ

れてきたが、現場で使っていた

画像処理ソフトとデータベース

を提月1することによって解読可

冶跡のどこから、どの堆舶用からどのような状態で…

等といった風にである。したがって、泣物の 「取り上

げ」作業は大変な意味を持つ。遺跡との関係がすべて

記録されてはじめて遺物を採取することができる。発

掘作業に初めて参加した時、 「こ、これは!カタログ

の写真で見た…ではないかあリと興奮して思わず遺

物を手にとり、その場で叱られたことを告白しておこ

う。遺跡発掘ではそれを行うにあたっての資格と能力

が厳しく問われることになる。

しかし、よ く考えてみると

遺跡を破壊する資格など誰に

もないのかもしれない。我々

は遺跡について記録し、遺物

を保存することでその代償と

しているにすぎなp。そうな

ると、この記録 ・保存という

仕事の中には少数の人間では

背負いきれないほどの責任が

あることになる。したがって、

切り取られた遺物が遺跡の':1'
能となったのである。 官大谷探検隊発掘現場 のどの位置にあったかを合め

た情報公聞がイミIザ欠となる。それは多くの人が発掘のこのフィールド‘ワークの中で、私は大事なことに気

づかされた。それは遺跡調査がliI_U壊と保存の両耐性を

持っているということである。|守年前の調査で‘はラク

ダのみが交通手段であったのに対し、現代ではより機

動力のある凶輪駆動の砂漠IIIが出品!する。しかし、山

中市駆動車で、治則;に入ること自体が遺跡を荒廃させるこ

とであった。ましてや、発掘調査では泊跡をJ照り返し
ていくのである。二度と同じ状態に戻すことはできな

L 、 。 だからこそすべてが記録されねばならな~¥ 0 どの

現場に立ち会うことを怠昧する。それによって、それ

そ守れの研究者が各人の専門分野の忠;見を交換すること

ができるようになるだろう。このような意l床からも、

インターネットによるデジタル・アーカイブの公開は

生の資料を持つ胞設 ・機関が行なわなければならない

差し迫った課題である。収集された逃物が我々の共通

財産として生かされていくことで大谷探検隊の目指し

たものも完結するのではないかと思う。
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21芭紐の親しい図書臨機能
ー予EJタ111"-13ィヨ機能I~-:Jいc--

}lH ，ヴ問段 ，'iYI府デジタルアーカ例iJf究センター長 岡田 至弘

文部科学省の学術フロンティア推進事業として「古典籍デジタルアーカイブの研究」が始まりました。

21世紀の図書館の新たな機能としても注目されます。XMLを用いたメタデータによるデジタル・リ

ソースの組織化などについて説明してもらいました。

aE・DLとドラえもんのポケット
2211t紀からやってきたネコ型ロボット、 ドラえもん

のポケットからは、ほしい道具が即庵に出てくる。お

もしろいことに、"タケコプタ"、 ..どこでもドア¥“ス

モールライ ト"とドラえもんが、はっきりと戸に，"'，す

ことでポケッ トから取り出すことができる。J11にt'I'，す

ことで、多数の迫μのなかから|直接指定することがで

きるのであろう。4次元ポケッ トとH千ばれるくらいで

あるから、 3次J乙の宅|白1+ α の不思議なク~1I'dに正l H- を

栴納しているように見える。この不思議な宅間は、道

11ーを桁納する ìji. なる物世ではなく、極めて論f'un~) に 42

J1U 、 分~J[ されたデータベースと与-えてもいいだろう

このドラえもんのポケットに 、 ll?結~JIを桁納するとす

れば、 4翌日!・分知の単位は、 書籍の目録や索tJlという

ことになるだろう。すなわちOPAC(Online Public Ac-

cess Catalog)のような占誌データベース+，'，'SJ立な検

呼Jインタフェースということになるだろう。また、 仙

のもの(他大学 ・研究機関)が持つ;!?誌11J;;~との辿抑

をはかるJfJ占・ !りi'Jt'~~デー タベースとしてNACSIS-CAT

(学術↑什出セ ンター11料:現国立的制学liJf究所)のm
JlI をはかるならば、約400 )j件以上の ;'f ，l，~;'I't 'ffllとその
所在が|りlらかになる、まさに“ドラえもんのポケット..

の一日11として荊JlJできる段階になってきた 通治、川

誌的知には、“タイトル、 苫者 ・作者、 七j国・キーワ

ー ド、 ，"'，版年川"..等の旧米の岡市カードに記，賊され

た刷目に)JII え 、~\4' 要約などの|刈脊記述を合めた↑J;

報が栴納される。さらに電子図古館もしくは、 '，Ufラ

イブラリィ(以後、 DigitalLibrary: D Lとする)では、

OPACなどの2次'I'，'i報だけでなく、 i，'11[.化されたメデ
ィアをJIJいた 1次'h'i'1~ (オリジナルのテクス トそのもの)

がJ定供されることになる。

-E通 DLからDAヘ
DLでは、 単独 (単一館)でのライブラリィ化だけ

でなく、 川内1V¥Vを終山し、ネットワーク上のあらゆる

資源との制圧乗り人れが可能となる枠組みが検討され

-4-

ている。この枠組みの小心にメタデータがある メタ

データはJ‘データに|到する村I~ili化されたデータ"で

あり、 OPACやI路SBN (し"山'1唱BJ版H出i山d川識il抜:在tり}別j川リ有需干リ)がそれに相叶
する。23誌f古・報に関してのメタデータ際准としてDub-

lin-Coreが注円されている。Dublin-Coreは、www上
での文』オブジェク卜共有化のためのメタデータ際準

化案であり、OPACや各陣MARC(機械lザ説'=1録)と

の相IT..変換のしかけは必裂であるが、 羽川汽司fトーのリソ

ースか、医| 占館作旦11の ，!?符かの述いを，む~rí~することな

く必要な'I'({報へのアクセスが"I能となる。.fJt{{のDub-

lin-Coreは¥‘タイトル、 |人J'fi:，IC述、権利行1111など"た

かだか15項目での分知だけであるが、 Dublin-Coreを

記述する言語形式としてXML(Extensible-Markup-

Language)を川いることで多彩な11J;;~ .掃引的制表

現への展開が可能となりうる

たとえば、下記のような写1.1を検泌するには、どの

ようにすればいいのであろう

このη:点は、大谷探検|滋がキャラパンを組んで砂泌

を即1ftする有名な写~lfである 残念ながら、写点はL作

品でないので既存OPACからの利)11はイくlザ能である。

メタデータとしては、

1 .タイ トjレ:第3次大谷探検隊

2.地域 ・場所 :巴丹吉林砂漠商辺地帯

3.著者・作者:吉川小一郎

4.内容記述:ラクダ隊によるキャラバンの様子

5.撮影年月日:大正3年3月

となる。



XML形式に変換すると、

くつxmlversion-"1.0" encodeing=" ="UTF・8"つ〉

〈大昔探検隊〉

く第3次大奇探検隊〉

省略

〈撮影吉川小一郎〉

〈日時大正3年3月〉

</第3次大谷探検隊〉

</大奇探検隊〉

となり、羽市内V上での リソース共有の準備ができる

ことになる。これを更に拡q張i長;し、写真そのもののテデ守ジ
タjルレレ，伯|

、ル写』点当↑伯古 可制知n蹴」υ) + E日;ヨ! ~島釘鉱ユ司求kけ↑伯古報 (はXMLJ!伝手式のメタデ一タ)カか

らなる新たなリソ一スがでで、きる。このリソ ースは、従

米のラ イブラ リィと異なる性質を持つ情報、デジタル

アーカイブ(DA)となる。実際の検索利附では、 図の

写真を単独で'r.!iJtJすることはなく 、大分類(親ノー ド

と11予ぶ)項目の大谷探検隊、中分組 (子ノード)項目

の第 1-::u 3次までの際検項目を検索 ・表ぷする中で

市川 される 。 H寺間・ 空間的にも相述する項目 !t:~!での検

索および相|其lを示すために、 "11寺宅情lブラウザ¥ “直

感ブラウザ"を作成し、 XML形式のメタデータから 、

高機能な検宗 ・表示インタフェースをもっブラ ウザに

より必要十分な情報呈示が可能となることを示 した。

(http://plum.hrc.1γukoku.ac伊/otani/tiso.htmlを参照

し、休!検されたL、)

.a寺空間ブラウザ<時空間より>

.直感ブラウザくパースロードより>

古典籍デジタルアーカイブ研究センター(2001年4月1日発足)とは
[目 的]龍谷大学所蔵の写字台文庫、大昔探検

隊資料をはじめとする古典籍や貴重資料の原典を

デジタル超高精細菌像で保存、分類し公開するシ

ステムを構築することを研究開発の目的としてい

ます。ここで開発するシステムは、単にデジタル

高精細画像として保存するだけでなく 、紙質、色

彩情報、科学分析による年代推定、時代考証など

を含めた技術史的な検討も加えます。さらに、古

典籍などの保存 ・修復に不可欠な基礎解析を行い、

次世代電子ライブラリーへの展望を試みるもので

す。

[計画]デジタルアーカイブとは、歴史文化財、

伝統文化資産などをデジタル画像 ・映像で記録し、

マルチメディア・データベースとして保管蓄積し

た保管場所を意昧します。従来の紙や木などに記

録された資料や写真は、劣化し情報が失われる危

険性がありますが、電子情報として記録すること

で分類整理されて半永久的に保存可能になると同

時に必要により検索 ・公開も容易にできます。研

究の柱は以下の3つに大別されます。

(1)デジタルアーカイブ方式の研究

古典籍のデジタル保存だけでなく 、質感情報も

含めたデジタルアーカイブ情報の蓄積・管理方式

を検討し、関連研究機関所蔵のデータとの相互参

照方式 (メタデータ)の検討を行い、次世代電子

ライブラリーのパイ ロットシステムを構築します。

(2)コンテンツ情報の解析研究

古典籍や貴重資料の内容に関する専門研究者を

中心に保存すべきコンテンツの収集、選択、抽出

を行うとともに分類 ・検索方式の研究を進めます。

原典情報だけでなく関連研究情報、歴史的 ・地理

的な背棄を含めた相互関連を明らかににします。

(3)科学分析 ・保存に関する研究

古典籍や貴重資料の紙、塁、繊維などを科学的

に分析し、年代推定、材質判定などを基に技術史

的な考察を行うとともに、これら資料の物理的保

存・修復に関する基礎的な解析を行います。
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術情報センターニュース
安海外データベースが更に充実!

.，EE
E
E
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E
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e
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J
 学術'1古報センターでは、 1 T化に対応した新たな資料検索や伯報収集ツールとして械々な外部 (商用)
ベースを導入してきました。今回は今春から導入した海外データベースについて紹介します。

これらのサービスは学術情報センターホームページ (http://opac.lib.ryukoku.ac.jp)の「資料検索JF'すから利
用できますが、学内端末(各凶書館インターネットコーナ一、各学舎白留Jiiパソコン、研究室など)からのみの

利用となります。

タデ

②外部データベース一覧の表示
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①学術情報センターホームページより「資料検索Jを選択
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龍谷大学学術情報センター

T rONTEM'S T 
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.LEXIS Academic Universe (レクシス アカデ。ミックユニバース)
このデータベースは 「ニュースJ["ビジネスJ["金融J["法律Jなどのデータを千]しており、社会科学系分野につい
ての海外情報を入手するツールとして役立ちます。主に英文↑15報を収録しており、記事の全文(フルテキスト)を

入子することも可能です。

主な情報ソース

①ニュース :世界各国の新聞/雑誌/通信記事/ニュースレーターなど

②ビジネス :ピ‘ジネス誌/企業↑15j制/産業ニュース/SEC(アメリカ証券取引委討会)側近!ユa!'l/会計ジャーナル煩など
③法律的報:米|五1(XEJli・州)判例/法律/)Jl則/ローレビュー/リーガルニュース/米凶特許/EU法胤など
④|災薬↑'，1;'+11: Medline/医薬関述ジャーナルなど

⑤レブアレンス :各国↑1刊l:i/人物仙・仰など

。"仰

K."糊併d・・・，... ・，....副E・・・v叫ゐ“開何時・前《・).1・rt<回刷出u・IT.同情割蝿尽陶・，，_'"
'制。時・市田向パ同，，"・It!w cnt.r・剛' '''''~.~"'" t.らu・d

陶吋「一一一一一
-.-...村山肺附叩叩叫"

陶，~・w ・岨 ，eh州出陥同'ter刷「一一一一一
-I Ct，... 0"' .. 

50....-<< 1M噛胸骨..... .:J・-，~

h‘・ r:~口言-;;;;古ヨ
rF同「一-Tor一-Ol自由
主~~己主U

例えば、|世界各国の新聞から興味あるキーワードを人力、関連記'J1が検索できます。

②キーワード入力画面

匝亙寸町内"'，川町…回一morett>>"拍同情

匝崩「………叩ι加問1…刷

匝吾;:-J切削M山町M・・ι

画面OI Firdful剛山崎剛一ι山…胴

歯石寸"'~h………

こちらは法律系分野に特化したデ

.:J 
司r-~一

また、 同械のデータベースにlexis.com(レクシス ドットコム)があります。

ータベースで判例等のダウンロードも可能です。(不IJJtlには'J1-lÌíj登録が必~)
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|ヌlelfや維誌に関することはもちろん、十干さんか
らのあらゆる質問や要望にお符え しますので、公L

'Ii~に 1li をかけてください。

龍谷大学図書館は2001年4月、龍谷大学学術情報センターに名称を変更しました。今後とも

学術情報センターでは、より利用しやすい情報空間を目指してサービスの向上、施設の改善を行います。

図書の取り寄せができるようになりました。

1m谷大学に所脱していない|ヌ|;l?を利川するには、
・他大学へiI'[般訪問

.コピーの取り寄せ

・I!持人希望凶 ，~~ lIiIJ J.!Æの利用

などがありました。

これらの方法に加えて、今年度より新たに同立

同会|スl，!?館や他大学凶古館などから、同J?を取り
'合:せ、住lJ?館r)、lで利用できるようになりました
詳しくはれ|ヌI.I}館カウンターへお尋ねください。

深草図書館“総合カウンター"へ

flχltlfは11格で、キU~誌は 2 1桝のカウンターへJ

どっちに行けばいいの?……ということありませ

んでしたか。

そこで深山凶』館は11栴と21精のカウンターを統

介し、レフ ァレンスサービスなど全てのサービス

を11析の"総介カウンター"で行います。

総合カウンター
;--J.J'そ--

.....，~刊"，...，.，.曲..・・・z

-町一，.........'.叩H
・o. ... .. ・M・"・・・

瀬田図書館本館入口「自動ドアJに!
利fH省の皆さんから寄せられていた 「ドアが重

くて開閉しづらlリとの戸や大学施品のバリアフ

リー化にともない、夏休みを利問して人IIの1，1I1を

白動ドアに改修しました。'川市子の通行や、 ノドや

{，:i物を持ったまま通行できるようになりました。

4大学図書館入館利用について (教戦日のみ)

今年度より専任教職口の方を対象に、京都業大

学 ・同志社大学 ・立命館大学 ・龍谷大ったの4大学

|ヌw館間において、身分証の提示のみで制圧に人
館できるようになりま した。紹介状発行の必t_f

なく各大学図汗館の利川が使利になりま した

L咽園田町四四回申園田町聞聞・司田町申園田園田岡田園田開聞聞・司田明圃司自国園田園田園哩田園田園'個目

①全文記事表示
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もののけ本
水木しげるをこ‘存知だろうか。かの有名な「ゲゲ

ゲの鬼太郎」を書いた漫画家である。どういう訳か、

子供の頃から妖怪の存在を肌で感じ、「毘虫採集J

ならぬ、「妖怪採集Jを六十年以上続けてきている
人物である。この水木氏の本をなんと図書館で見つ

ける事ができた。

「ゲゲゲの鬼太郎」を昔から好きで見ていたのだが、

テレビの中の鬼太郎にしか出会った事がなく、よく

言われる原作の面白さや、作者の意図など、活字で

の鬼太郎もしくは妖怪を読んでみたくなり、探し始

めたのがきっかけて・、 水木しげるワーjレドを発見で

きた。岩波文庫から出ていて、 全てオール力ラ一。

お馴染みのこなきじじい等が載っている「妖怪画談」

「続妖怪画談」。その他に「幽霊画談Jr妖精画談」
があり、全てのイラス トを水木氏本人が書いている。

この本の面白い所は、イラストに添えてある著者

私にとっての図書館
私と図書館の出会い。といっても、ぞれがはたし

て図書館と呼べるかどうかはわからないが、今から

15年程前だろうか、保育園に通っていた時だ。そ

こに収められた「書」は、いわゆる 「絵本」という

もので、書であるかどうかは各人の判断にゆだねる

ことにしても、私と蓄の濯遁。そこに出会いがあっ

たことは揺るき‘もない事実だった。

大人にとっての図書館のイメージは、いつも「知J
という、やたら固い言葉がつきまとう。しかし、当

時の私にしてみれば、遊び心を満たしてくれる、い

わばジャングjレジムやブランコと同列に位置するも

のだった。そして、それがわかった時から、私の遊

具は本に変わっていった。

本は、当時の私の世界をどんどん広げていった。

世界中の童話の中から聞こえてくる息づかいは私の

-・・喧喧司~主主jョ，・・…・.

次号(3月発行予定)に掲載する工ッセ : 

ーを募集します。本や図書館をテーマとしたエッ

セー(600-650字)なら、なんでも結構です。

*採用された方には記念品を差し上げます。

詳しくは各図書館カウンターまで。

............••.. .......•..... ... .•... •.. .. .. 

〆一

、
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佐々木久枝

のコメン卜だと思う。「らしい」としか言えないは

ずなのに、水木氏のコメントはとても強く、私なん

かはあれよあれよと言う聞に、頭の中が占領されて

しまう。「琵琶ぶらぶらJを挙げてみよう。この名
前からして怪しいのだが 『琵琶法師が淵に琵琶を落

としてしまい、取りに入った所水に呑みこまれ、気

が付くと法師の顔は琵琶に変じ、妖怪「琵琶ぶらぶ

らjとなった。強力な琵琶の霊により“琵琶化"し

たのであろう。J妖怪とは想像の中にいる。中には
水木氏のように見える人もいるだろう。しかしこの

本を読んで、子供の頃の想像力は今よりも勝っては

いなかったか、と気付くのだ。純粋に楽しめる本は

まだあると思う。与えられるのではなく、自分の“こ

の一向"を見つける。私はこの本から始めてみよう

と思う。

(文学部4回生)

目Ij 尚佳

日というよりはむしろ、肌に触れてくるものだった。

どこかわからない場所の田園風景。そこで働く人々

の生活。それらを包むようなゆっくりと流れる時間。

そこに息づく全てのものが私を虜にした。

やがて、私が大きくなると図書館の雰囲気が変わ

ってきた。 厳か、厳粛、というような空気のひんや

りとした独特の雰囲気は、私を拒絶するものではな

かった。むしろ、私と書との対話をスムーズにして

くれた。

考えてみると、私は暇さえあれば書と対話してい

た。それは、大学に入っても蛮わるものではない。

これは、義務感でもなんでもない、純粋に楽しいの

だ。そう、私にとって図書館は親友のようなものな

のだ。

(社会学部2回生)
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